
（別紙2）
	「国際学会発表支援」成果報告書
（令和８年度重点プロジェクト：グローバリゼーションを牽引する人材育成プロジェクト）
記入日：2026年　月　日
鹿屋体育大学長　　様
所属課程：　　　
氏　　名：　　　

	渡航期間
	2026年　月　　日　～　　年　月　日

	国際学会等名
	

	開催地
	

	開催期間
	2026年　月　　日　～　　年　月　日

	発表論文名
	

	学会発表、成果の概要
	（学会発表の概要及び学会発表後に得られた成果を具体的に記述すること。）








執行経費内訳
配分額（採択額）：　　　　　　　　円
	区分
	内容
	金額（円）
	備考

	（記入例）航空運賃
	鹿児島－関空－カナダ往復
	130,000円
	不足分は○○研究費から支出

	航空賃
	
	
	

	鉄道賃
	
	
	

	その他の交通費
	
	
	

	宿泊費
	
	
	


※ 経費支給に必要な書類を添付してください（募集要項参照）。
（次ページへ）



自己評価
本事業は、国際学会等での発表を通じて新たな知見を得ることに加え、外国語での発信力を高め、国際的な視野を広げることを目的としています。発表経験を踏まえ、以下の①～③の評価項目について、達成基準を参考に5段階で自己評価してください。あわせて、評価理由を具体的なエピソードを交えて記述し、今後の課題があれば述べてください。
評価理由の記述にあたっては、評価の観点として参考例を挙げていますが、これに限らず自由に記述してください。事前に要求書に記載した「学会参加の必要性」や「期待される効果」を踏まえても構いません。
【達成度評価（5段階）】
	5
	4
	3
	2
	1

	十分達成できた
	おおむね達成できた
	どちらともいえない
	あまり達成できなかった
	全く達成できなかった


評価項目① 専門知識の深化
（達成基準）専門知識が期待していたレベルまで深化した
	5段階評価
	（5～1を記入）

	（評価理由、今後の課題）




	(評価の観点)・他の研究者との議論を通じて得た、新たな知見や視点を具体的に述べる
・海外の研究者からフィードバックが、自身の研究にどのような影響を与えたか


評価項目② 外国語能力・外国語コミュニケーション能力の向上、国際的発信力の強化
（達成基準）専門分野において外国語で発表・議論ができ、聴衆の理解を得る効果的な伝え方を身につけた
	5段階評価
	（5～1を記入）

	（評価理由、今後の課題）




	(評価の観点)
・外国語能力の向上：発表や質疑応答を通じ、専門的な外国語表現をどのように学び、活用できるようになったか
・発信の工夫：異なる言語、文化背景を持つ聴衆に対し、どのように工夫して伝えたか
・ネットワークの構築：どのような人的ネットワークを構築し、それが自身の研究にどう活かせると考えるか
・国際的視野の広がり：どのような経験を通じて、国際的視野が広がったと感じるか


評価項目③積極性の向上
（達成基準）以前よりも自発的に発言・行動できるようになるなど積極性・主体性が向上した
	5段階評価
	（5～1を記入）

	（評価理由、今後の課題）




	(評価の観点)・どのような場面で、以前よりも積極的に発言・行動できたか
・質疑応答や参加者との交流を通じ、主体性がどのように向上したと感じるか
・これまで自信を持てなかった場面に対し、どのような変化があったか


(以上)
※ 本報告書は、事業報告として本学のWebサイト等で公表するため、知的財産権や学会規定等の理由により公表が適当でない内容は記載しないでください。
